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第１回『ちば里山アワード』の表彰決まる！ 
ちば里山大賞（最優秀）：松戸里やま応援団と松戸市みどりと花の課（松戸市） 

ちば里山いいね！賞（次点）：たろやま会（四街道市） 

 千葉県は県の里山の保全、整備及び活用の促進に関する条例

を制定し、市民ボランティア等が行う里山の保全や利活用など

の里山活動を支援してきました。ちば里山アワードは森林環境

譲与税の導入を契機として、団体・企業等が県内での魅力発信

と森林保全の重要性についての県民への普及啓発を図られた団

体に対して表彰するものです。 

 応募は 7～９月下旬で行われ 13 件の応募がありました。一

次審査では森林課内で６団体が選ばれ、二次審査にては外部審

査委員による審査会にてプレゼンテーション、応募書類、市町

村意見等により各賞が決まり、１月１３日に第１回「ちば里山

アワード」の表彰式が行われました。 

最優秀の「ちば里山大賞」は、松戸里やま応援団と松戸市み

どりと花の課が応募した「里やまボランティア入門講座から里やま活動への展開」が受賞、里山保全のボランテ

ィア講座の受講終了生が中心になって企画運営し、活動の支援に繋げています。市民・行政が協働して里山ボラ

ンティアの育成を行う県内初の事例で、同様の取組が近隣の市町村にも広まってきています。松戸里やま応援団

代表野口功さんの挨拶では“私たちは、2003 年以来 18 年間続けてきた里山ボランティア入門講座を松戸市と

協働して実施してきました。そこから 14 の里山活動団体が生まれ、主として市内の民有林で活動しています。

今回の応募では特に二つのことを強調し、一つは、講座を修了して里山活動をしている市民が講座の企画・運営

の中心を担っていることです。それが受講生に親近感を与え、団体の立ち上げに繋がってきました。同時に、講

座の企画・運営は、新たな里山リーダーが成長する場ともなっています。もう一つは、すべての里山活動団体が、

緊密に連携していることです。松戸里やま応援団は、コロナの時期を除いて毎月連絡会を開催し、各団体は活動

日毎に報告書を発信して、情報を共有してきました。オープンフォレスト in 松戸は、市内の全里山活動団体が森

の所有者団体とともに実行委員会を構成し、松戸市と共催で実施しています。最近では子育てグループなどが一

緒に森の体験イベントを開催するなどの広がりを見せています。貴重な都市の緑を守り活かしていくために、こ

れからも「みどりの市民力」を発揮していきたいと思います。“と語っています。 

 次点の「ちば里山いいね！賞」には、たろやま会（四街道市）の「みんなでつくる自然の郷～たろやまの郷へ

いこう～」が選ばれました。たろやま会の活動は、四街道市の里山保全活動を複数の環境団体の協働により行っ

ており、活動は自然環境保護団体、里山・谷津田の整備管理団体や野外保育を行う団体等、里山をフィールドに

活動する様々な団体がそれぞれの得意分野を生かし、幼児からお年寄りまでの世代が参加し実施しています。里

山の保全に留まらず、里山の利活用や継続的な保全活動の模範となる優良な事例です。 

 二次審査まで進み、惜しくも賞に漏れた 4 団体はいすみ竹炭研究会（いすみ市）、SaToYaMa よくし隊（市

原市）、ふるさとネッツ（長柄町）、里山むつみ隊（八千代市）となっています。 

（取材協力：県森林課、松戸里やま応援団代表野口功様） 

 

各種受賞相つぐ！！ 

★船橋市『豊富どんぐりの森』（俊淳一会長）市政功労賞 環境の保全に貢献されて 

★千葉市『NPO 法人バランス 21』（佐藤聰子代表）第 9 回印旛沼・流域再生大賞 

★千葉市『金親博栄氏（わたしの田舎谷当工房代表）』千葉市産業・経済功労賞 

右より松戸里やま応援団三嶋秀久様、松戸市緑と花の

課中山茜様、松戸里やま応援団野口功代表、県農林水

産部流通販売担当石塚健生部長、たろやま会任海正衛

代表、四街道市経営企画部政策推進課橋本かれん様 



ちば里山アワード「ちば里山大賞」 1 月 24 日 読売新聞 



 

三嶋秀恒 

ちば里山アワード「ちば里山大賞」  1 月 23 日 千葉日報 



里山大賞 朝日れすか 2021.3.20 

 


